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目　　的

　低分子量リポポリサッカライド（lipopolysaccharide 

：LPSp）は、鶏胚頭頂骨及び孵化卵の大腿骨を

用いた in vitro の骨代謝実験系において、骨吸収

と同時に骨形成も促進し、骨の新陳代謝を高める

作用があることが示されている１）。

　そこで、採卵鶏にＬＰＳｐ含有飼料を給与する

ことにより、卵殻強度が強化されるか否か、及び

産卵成績への影響について飼養試験を実施したの

で報告する。

材料及び方法

�　試験期間

　平成１６年１０月５日（２７週齢）～平成１７年６月

２９日（６４週齢）

�　供試鶏種及び試験区分

　試験区分を表１に示した。市販白色卵コマー

シャル鶏を各区２５羽用いた。

�　給与飼料

　対照区の給与飼料については全期間市販飼料

を用い、不断給餌とした。

　試験区の給与飼料は、表２に示した期間に

LPSp含有市販飼料を用い、その他の期間は、

市販飼料のみとし不断給餌とした。

�　飼養管理

　成鶏用開放式ケージ舎（ケージ：間口１８cm、

奥行４０cm、高さ４７cm）に１羽づつ収容した。

　点灯管理は、電子タイマー「太陽」を用いて、

点灯時間を斬増し５２週齢以降１７時間で一定とし

た。

　衛生その他の管理は、当所の慣行に従った。

�　調査項目

　　①産卵成績

　３７～６４週齢までの４週齢をⅠ期として、

各期の成績を集計した。

　　　・産卵率

　　　・飼料要求率

　　②卵殻検査

採卵鶏に対する低分子量リポポリサッカライド投与による卵殻改善試験

澤則之・藤本武・笠原猛１）・ 河内千恵２）・西澤孝志２）・杣源一郎２）

要　　　約

　低分子量リポポリサッカライド(lipopolysaccharide：LPSp)含有飼料を採卵鶏に給与すること

により、卵殻強度が強化する可能性について検討した。ＬＰＳｐの生産性及び安全性は、産卵成

績・血液生化学的検査で確認され、卵殻強度は、卵殻厚が６４週齢時において有意に優れた。ＬＰ

Ｓｐ含有飼料は、卵殻形成を促進し、新陳代謝を高める効果があることが示唆された。

１）畜産課　２）徳島文理大学・健康科学研究所

表1　試験区分

供試鶏羽数給与飼料区分

25羽
LPSp含有市販飼料
（10μg/日・羽）

試験区

25羽市販飼料対照区

表2　試験区給与期間

週齢給与期間

27～28平成16年10月5日～10月19日Ⅰ

35～36平成16年12月1日～12月15日Ⅱ

43～44平成17年1月26日～2月9日Ⅲ

51～52平成17年3月23日～4月6日Ⅳ

60～64平成17年6月15日～6月29日Ⅴ
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　卵殻検査は、調査日の前日に生産された

各区１０個の卵を室温で保存し、翌日の午前

中に次の項目について実施した。

　　　・卵殻強度

　　　・卵殻厚

　　③血液生化学的・抗体検査

　血液採取は、試験飼料給与終了時に各１０

羽を採取し、翌日に次の項目について実施

した。

　　　・ニューカッスル抗体検査

　　　・免疫グロブリンＧ

　　　・α１酸性糖蛋白

　　　・サルモネラ菌ないし大腸菌死菌に対する

ＮＯ産生能

結　　　果

�　産卵成績

　産卵成績を表３に示した。

　産卵率は、試験区が３７週齢から低い値で推移

したことから、若干成績が優れていないが、対

照区と差はなかった。

　飼料要求率も産卵率同様に推移した。

�　卵殻検査成績

　卵殻検査成績を表４に示した。

　卵殻強度は、６４週齢時に試験区の強度が若干

優れていた。

　卵殻厚は、６４週齢時に試験区が有意に厚かっ

た。

表3　産卵成績

61－6457－6053－5649－5245－4841－4437－40週齢区分

76.983.088.489.789.781.189.9産卵率
試験区

2.212.082.021.961.962.011.95飼料要求率

81.989.992.894.395.193.092.6産卵率
対照区

2.051.901.961.921.881.931.91飼料要求率

表4　卵殻検査成績

61－6449－5241－4437－40週齢区分

35.3ａ　 36.9  36.9  36.6  卵殻厚（mm）
試験区

3.59  4.04  3.84  3.93  卵殻強度（kg/cm2）

33.7ｂ 　36.7  36.1  35.5  卵殻厚（mm）
対照区

3.293.96  4.04  3.95  卵殻強度（kg/cm2）

異符号間に有意差あり（P＜0.01）　

�　血液生化学的・抗体検査成績

　ニューカッスル抗体検査結果は、図１に示し

た。両区とも全期間ワクチン抗体価を維持して

いた。

　免疫グロブリンＧ検査結果は、図２に示した。

両区とも全期間１０～１８μg／mlで推移した。

　α１酸性糖蛋白検査結果は、図３に示した。

両区とも全期間１５０～２００μg／mlで推移した。

　サルモネラ菌ないし大腸菌死菌に対するＮＯ

産生能検査結果は、図４・５に示した。両区と

もサルモネラ菌に対するＮＯ産生能は、高く推

移した。

図1　ＮＤ抗体価
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図2　免疫グロブリンＧ 図3　α１酸性糖蛋白

図4　サルモネラ・大腸菌死菌に対するＮＯ産生能

図5　サルモネラ菌・大腸菌死菌に対するＮＯ産生能
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考　　察

　ＬＰＳｐ含有飼料を採卵鶏に給与することによ

り、生産性を落とすことなく、ストレス応答や抗

体価に影響ないことが示唆された。

　卵殻強度において卵殻厚に有意に優れた結果と

なり、卵殻強度の低下２）となる６４週齢に差が出た

ことからＬＰＳｐは、卵殻形成を促進し、新陳代

謝を高める効果があることが示唆された。
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